
 

 

魚種（海域）：アカガレイ（噴火湾海域） 

担当水試：函館水産試験場 

 

   要約表                                               

評価年の基準 

（2011 年度） 
資源評価方法 

2011 年度の 

資源状態 

2011～2012 年度 

の資源動向 

2011年1月1日 

～2011年12月31日 
漁獲量 中水準 減少 

＊生態については，別紙資料「生態表」を参照のこと。 

 

１．漁業 

(1) 漁業の概要 

噴火湾海域におけるアカガレイの漁獲は，その大部分がかれい刺し網漁業（共同漁業権）

で行われている。2003年9月1日の漁業権切替における共同漁業権行使規則の改正により，操

業期間は2月を除く周年に設定され，承認隻数は995隻以内から622隻以内（関係7漁協・3支

所総計，実着業数は300～400隻程度）に，刺し網の目合については3.5寸（105mm）以上から

3.7寸（112mm）以上になった。近年，漁獲量の8割以上を渡島側の漁協が占め，その中でも

砂原漁協，森漁協および落部漁協における漁獲が多い。 

当海域のアカガレイの産卵期は12～4月で，産卵個体に対する漁獲圧を減少させるという

目的から，1993年から産卵盛期（1～3月）の中で2月を自主的に禁漁としていたが，2003年

からは行使規則による禁漁となった。2月以外は周年操業できるが，12～１月は多数の漁業

者がスケトウダラ漁業に携わるため，かれい刺し網漁業の努力量は減少する。かれい刺し網

を専業で行っている漁業者もいるが，えびかごやスケトウダラ刺し網など他の漁業と兼業し

ている漁業者が多い。 

 

(2) 現在取り組まれている資源管理方策 

噴火湾内でのかれい刺し網漁業における共同漁業権行使規則により，下記の規制が実施さ

れている。 

・2月を禁漁期に設定している。 

・承認隻数は622隻以内である。 

・刺し網の目合は3.7寸以上，漁具数は1隻につき元網100間もの90反以内を使用すること。 

・資源管理等の総合的な取組方向を示す「高度資源管理指針」を検討・策定するための資源

管理高度化事業の対象魚種である。 

 

２．評価方法とデータ 

・漁獲量 

資料は1985～2010年は漁業生産高報告，2011年については水試集計速報値（暫定値）を使
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用した。集計範囲は渡島管内では森町砂原地区～長万部町（ただし八雲町熊石地区を除く），

胆振管内では豊浦町～室蘭市（沖合底曳網漁業は除く）である。単年度の集計期間は1～12

月である。 

・1996年以降の漁獲物の年齢・体長組成 

2011年の漁獲物の測定は1，4，9，12月に行い，標本は砂原及び森漁協から入手した。年

齢は耳石を顕微鏡観察することにより査定し，砂原漁協の月別銘柄別漁獲統計と，漁業生産

高報告の統計値を用いて，海域全体の組成を推定した。 

・1985～1995年の漁獲物の年齢組成 

高津ら1)の「噴火湾における底生魚類資源と漁場環境に関する研究 Ⅲ 底生魚類の資源

変動」に記載された北海道大学大学院うしお丸のトロール調査によるアカガレイの4歳以上

の年齢別採集尾数に平均体重を乗じて重量組成に変換し，毎年の漁獲量で引きのばすことで

年齢別漁獲重量を得た。各年齢の平均体重で除して年齢別漁獲尾数とした。なお，平均体重

は表1に示すとおりである。 

ただし高豊度年級群については，3歳で一部漁獲加入するため，4歳以上の漁獲尾数の5%を

便宜的に3歳時の漁獲尾数と仮定した。 

・資源尾数および漁獲係数の推定 

 この資源は，高豊度年級群とそれ以外の年級群の年齢別漁獲尾数が著しく異なり，高豊

度年級群以外では年齢別漁獲尾数が 0となる年も多い。そこで，これまでの調査結果から

比較的高豊度と想定される 8年級群（1980,1983,1989,1991,1995,2003,2004,2008）につい

てのみ，VPA により年齢別資源尾数と漁獲係数の推定を行い，これら以外の低豊度年級群

については初期資源尾数のみを別途計算した。 

高豊度年級群に対する VPA 下記の Pope の近似式 2)に基づいて，3 歳（新規加入年齢）

から 10 歳（最高齢）までの年齢別資源尾数と漁獲係数を計算した。 
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ここで，N は資源尾数，F は漁獲係数，a は年齢，y は年， C は漁獲尾数， M は自然死

亡係数を表す。Mは田内・田中の式 3)から 0.25 とした（M=2.5／10）。最高齢の漁獲係数 F10,y

は，年級群ごとに漁獲尾数が減少し始める年齢（6～7 歳）から 10 歳までの漁獲尾数の平

均減少率より年齢間の全減少係数 Zを求め，Zより Mを減じて得られた値を用いた。なお，

2008 年級群の 3歳および，漁獲尾数データのない 1980 年級群の 3歳，4歳の資源尾数につ

いては，その他の各高豊度年級群から得られた当該年齢の漁獲係数の平均値を用いること
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で計算した。 

低豊度年級群の 3歳資源尾数 上記で得られた高豊度年級群の 3歳資源尾数に対する累

積漁獲尾数の比（0.20～0.47）の平均値(0.38)で，各低豊度年級群の累積漁獲尾数を除す

ことによって得られた値を，便宜的に低豊度年級群の 3歳資源尾数（新規加入豊度）と見

なして用いた。 

・産卵親魚量の推定 

成熟を 5歳開始とし，産卵期が 1～4月頃であることを踏まえ次式によって推定した。 

親魚資源を構成する高豊度年級群が単一の場合 
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親魚資源を構成する高豊度年級群が二つの場合 
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ここで，SSBy は y 年に発生した年級群の産卵親魚量， CWTyは y 年の漁獲重量，CWEy は y

年 1-4 月の漁獲重量，a,b は年齢，S1,S2はそれぞれ高豊度年級群 1と高豊度年級群 2の資

源重量，F1,F2はそれぞれの漁獲係数を示す。高豊度年級群の資源重量は上記 VPA で得られ

た値に年齢別平均体重（表 1）を乗じて求めた。なお，6歳以上でほぼすべてが成熟するこ

とから，高豊度年級群が 5歳であった年に限り，(4)式または(5)式二項に 0.5 を乗じ重み

付けした。なお高豊度年級群は，単一の場合でも漁獲尾数全体の約 7割以上を占めている。 

・漁獲加入前の年級群の発生状況 

年級群の発生状況を漁獲対象となる前に把握するため，2月と7月に函館水試試験調査船金

星丸と釧路水試試験調査船北辰丸によるそりネットを用いた若齢魚調査を実施している。こ

れに加えて前述の「噴火湾における底生魚類資源と漁場環境に関する研究 Ⅲ 底生魚類の資

源変動」に記載された北海道大学大学院うしお丸のトロール調査によるアカガレイの年齢組

成から，漁獲加入前の年級群の発生状況を把握した。 

・資源動向の判断 

資源動向の判断に用いた2012年度の資源尾数および重量は，2011年度の数値からVPAの前

進計算により算出した。 

 

３．資源評価 

(1) 漁獲量および努力量の推移 

噴火湾海域におけるアカガレイの漁獲量には，1985～2011 年までに 392～3,373 トンと 10

倍近くの大きな変動がみられる（表 2，図 1）。1987 年に 3,373 トンを記録した後，減少し，

1990 年には 615 トンとなった。その後，1996 年 2,723 トン，1999 年 1,473 トン，2002 年 

2,161 トンと増減を繰り返し，2006 年には 1985 年以降，最低の 392 トンになった。2007 年
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からは増加に転じ，2011 年は 1,500 トンと 5年連続して前年より増加した。 

 

(2) 現在(評価年)までの資源状態 

生物測定から推定した漁獲物の年齢組成（図2，図4）及び全長組成の推移（図3）を示し

た。2000～2006年までは1995年級群が漁獲物の中心となっていた。2007年には1995年級群は

ほとんど見られなくなったが，それに代わって2003年級群が漁獲の主体となり漁獲量は増加

し始めた。2009年からは2003年級群に加えて2004年級群も増加し，2011年は2003年級群（8

歳）が漁獲物の38％，2004年級群（7歳）が45％と漁獲物の大部分を占めた。そして2006年

級群（5歳）が9％出現した。前年の函館水試のそりネット調査や北大のうしお丸調査で豊

度が高いと期待されている2008年級群（3歳）は3％であった（図2）。また漁獲物の全長は2

0～40cm台の範囲であった。2010年に比べ，全長25cm前後のオスの漁獲尾数が増加したが，

全長30cm以上のメスの漁獲尾数が減少した(図3)。これは2003年級群（8歳）の漁獲尾数が減

少したこと等，年齢構成を反映していると考えられる。 

北大うしお丸によるトロール調査結果1)においても，1980年級群，1983年級群，1991年級

群，1995年級群，2003年級群，2004年級群の出現頻度は高く，図2と図4の漁獲尾数の推移と

同様の結果が現れている（図5）。 

VPAによって計算された8個の高豊度年級群の資源豊度を比較すると1995年級群が他の高

豊度年級群より著しく高い水準で推移しており，次いで 1991 年級群，1980 年級群，1989 年

級群の順となっている（図 6）。漁獲係数Fの推移を見ると，1980 年級群は 7 歳でピークを

迎えた後，低下したが 10 歳でやや上昇した。1983 年級群は 5 歳でピークを迎えた後に低下

し 9 歳で上昇した。1989 年級群は 7 歳で急激に上昇した後に緩やかに低下した。1991 年級

群は 7歳でピークを迎えた後に低下した。1995 年級群は緩やかに上昇し 8歳でピークを迎え

た後に緩やかに低下した。2003 年級群は 8 歳まで上昇している。1983，1995，2003 年級群

を除き，高豊度年級群のFは 7歳でピークを迎えた後，低下している。Fの推移を見ると，19

80，1989，1991 年級群は 1995，2003，2004 年級群より高く推移している（図 7）。 

低豊度年級群も含めた加入尾数（3歳）の推移を見ると，1995 年級群が著しく多く，次い

で 1991，1980，1989，2003，1983，2004 年級群の順となっている。2008 年級群は現時点で

は他の高豊度年級群より低く推定されているが，今後経年データが蓄積されるとともに大き

く変化する可能性がある（図 8）。一方，産卵親魚量（SSB）の推移を見ると高豊度年級群の

1995 年級群が産卵親魚になったためSSBは 2000～2002 年にはSSBが 1 万トンを超えた。次い

で 1995 年級群が産卵親魚の 2003 年や 2004 年の順にSSBが多く，SSBは経年的に増減を繰り

返している。近年は高豊度年級群の 2003 年級群が産卵親魚となったので，2009 年と 2010 年

のSSBが多くなっている（図 9）。一方，再生産成功率（RPS）のグラフの推移を見ると，19

95 年級群や 1991 年級群のRPSは高く，2003 年級群や 2004 年級群，2008 年級群は 0.6 尾／ト

ン以下と低くなっている（図 9）。 

高豊度年級群を含むSSBと新規加入として 3 歳魚の資源尾数の再生産関係を見ると，高豊
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度年級群はSSBが約 3,700～8,800 トンの範囲で出現しているが，SSBと加入尾数との間に明

瞭な関係は見られなかった。低豊度年級群においてもSSBの増減と新規加入との間に明瞭な

関係は見られなかった（図 10）。 

 

(3)評価年の資源水準：中水準 

1990～2009年までの20年間の漁獲量の平均値を100として各年を標準化して，100±40の範

囲を中水準とし，その上下を高水準，低水準として資源水準の判断を行った（図11）。2011

年の水準指数は109であったことから，中水準と判断した。 

 

(4) 今後の資源動向：減少 

以上から，当海域のアカガレイ資源は数年間隔で不規則に発生する高豊度年級群で大半が

占められ，資源量や漁獲量はこれらの発生量や発生間隔に応じて大きく変動していると言え

る。2010年まで漁獲量の主体であった2003年級群は2012年に9歳となり，2011年より更に減

少すると思われる。そして2004年級群は2012年に8歳となり，減少する可能性がある（図2）。

また函館水試のそりネット調査で確認された2008年級群（図12）が2012年に4歳となって漁

獲加入が本格化するが，現時点では過去の高豊度年級群と比べて豊度が高くないため，2003

年級群や2004年級群の減少を補うことができるとは考えにくい。 

VPAから推定した高豊度年級群（2003，2004，2008年級群）を合計して求めた2012年の資

源重量は4,637トンとなり，2011年（7,079トン）より減少するので，2011～2012年の資源動

向は減少と判断した。 
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資料：1985～2010年は漁業生産高報告
2011年は水試集計速報値（暫定値）

表2 噴火湾海域におけるアカガレイ漁獲量

図１ 噴火湾海域におけるアカガレイ漁獲量の経年変化

表1 解析に使用したパラメーター
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図2 アカガレイ漁獲物の年齢組成の経年変化

18＿アカガレイ＿噴火湾海域

2012年度 18-7 道総研水産研究本部



図3 アカガレイ漁獲物の全長組成の経年変化
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歳

図5 うしお丸の着底トロール網によって漁獲されたアカガレイの雌雄合計年齢組成の
経年変化（1987年のCPUEを100とした相対組成）（高津ら1)より）

標本は噴火湾内の定点において，着底トロール網の3ノット，15分間の曳網によって得られた。
調査時期は例外はあるが基本的に8～11月。
なお，2009年と2010年の値は前年の前田ら4)の値から変更されている（計算に用いた調査点を
追加したため）。
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図6 アカガレイの高豊度年級群の資源尾数の推移

図7 アカガレイの高豊度年級群の漁獲係数（F）の推移
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図9 アカガレイの産卵親魚量（SSB）と再生産成功率（RPS）の推移

図10 噴火湾海域におけるアカガレイの産卵親魚重量（SSB）と加入尾数（3歳）の関係

図8 アカガレイの新規加入尾数（3歳）の推移
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図11 噴火湾海域におけるアカガレイの資源水準（資源状態を示す指標：漁獲量）
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生態表     魚種名：アカガレイ  海域名：噴火湾海域     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 アカガレイ（噴火湾海域）の漁場図 

 

１．分布・回遊 

主に噴火湾で漁獲され，湾外での漁獲量は少ない。底層水温が周年10℃以下（主に２～７℃）の

砂泥底に生息する。生活年周期別にみると産卵期は12～翌４月（産卵盛期１～３月），摂餌期のう

ち，盛期は５～６月，緩慢期は７～11月である。産卵期には水深30～60ｍ，それ以外の時期には80

ｍ以深に生息する。 

 

２．年齢・成長（加齢の基準日：１月１日） 

                                    (１月時点) 

満年齢 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5歳 6歳 7歳 8歳 9 歳 

全長(cm) 
オス 10 17 21 23 25 26 26 27 27 

メス 12 19 24 27 30 31 33 34 34 

体重(g) 
オス 10 41 77 108 132 148 158 165 170 

メス 18 68 132 198 255 302 339 367 387 

（1996～2000年における漁獲物測定資料） 

 

３．成熟年齢・成熟体長 

・オス：全長20cmから成熟する個体がみられ，全長22cm以上で半数以上の個体が，全長26cm以上でほとん

どの個体が成熟する。  

・メス：全長25cmから成熟する個体がみられ，全長30cm以上，５歳以上で半数以上の個体が，全長34cm以

上でほとんどの個体が成熟する。 

 

４．産卵期・産卵場 

・産卵期：12月～翌４月で，産卵盛期は１月～３月である。 

・産卵場：噴火湾沿岸域の水深30～60mに形成される。 

 

５．その他 

 なし 

 

６．文献 

 なし 
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